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VOL７月25日（第3185回）７月第4例会プログラム .4
●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●来賓紹介　　　 会　長

●幹事報告・委員会報告

●会 食

●卓　話 医療法人慈厚会　野上病院副院長 
  田中　健太様

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング それでこそロータリー

【キジ】
キジは日本の国鳥で、桃太郎の家来とも呼ばれる人気の鳥。尾の
長いことが特徴で、緑色の体や赤い顔、「ケーンケーン」の鳴き声
などが知られている。全長オスが81 cmほど、メスが58 cmほど。
飛ぶのは苦手だが、走るのは速い。スピードガン測定では時速 32
キロメートルを記録した。人体で知覚できない地震の初期微動を
知覚できるため、人間より数秒速く地震を察知することができる。
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前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告

会計委員会
渡邊　俊樹　会計副委員長

事業計画
　予算執行を的確に行い、円滑なク
ラブ運営に貢献する。
委員長所見
　承認された予算に基づき、運営資
金・奉仕活動資金の執行について効
率的かつ厳正に管理してまいりま
す。

公共イメージ委員会
大塚　芳行　公共イメージ副委員長

事業計画
１．例会において、『ロータリーの
友』の紹介を行う。
２．クラブHP・クラブSNSで対外
発信を行い、公共イメージ向上を
図る。
３．会員企業のメディアを通じて情報を発信し認
知の向上を図る。
４．公共イメージの向上の寄付する活動への参画
委員長所見
例会で『ロータリーの友』の内容紹介を通じて、
国内・国際ロータリーの活動内容や魅力をお知ら
せしていきたいと思います。
HP・SNSなどのウエブ媒体を通じて、認知の向上
を図っていきたいと思います。

職業奉仕委員会
福田　雅典　職業奉仕委員長

事業計画
①　土浦健康まつり等に積極的に参
画し、土浦ロータリークラブの価
値を多くの市民や企業に対し促し
て参ります。
②　例年開催されている「職場訪
問」を秘湯の会と共に開催いたし
ます。事業を通して、会員の親睦と教養を高め
ます。
③　職業奉仕月間では、プログラム委員会と連携
し会員卓話を通して、様々な職業の理解を深め
て参ります。
委員長所見
　ロータリークラブの柱ともいえる奉仕事業の理
解を深め、会員にとっても職業奉仕の重要性を伝

えて参ります。健康まつりでは、相談コーナーを
設け、土浦ロータリークラブの価値を多くの市民
に拡散します。また、職場訪問を開催し、秘湯の
会と共に奉仕と友情を育む場を設営し、土浦ロー
タリークラブの組織力向上と教養を高めます。

社会奉仕委員会
沼尻　大　社会奉仕委員長

事業計画
【環境保全】
１．ロータリー財団地区補助金活用
事業（環境整備活動）

２．市内クリーン活動への参加協力
【人間尊重】
１．ＥＮＤポリオ募金活動
２．児童養護施設「茨城道心園」への寄付
３．かすみがうらマラソンへの支援金・ウォーキ
ング部門への協力

４．地元友好奉仕団体・まちづくり団体への資金
協力

委員長所見
　ロータリーが考える社会奉仕とは、地域に住み
暮らす人びとの暮らしを豊かにし、より良い社会
づくり・まちづくりに貢献することです。
　当委員会は、我々が住み暮らすこの地域により
明るい光を灯すべく、また地域住民の皆さま、そ
して未来を担う子どもたちの笑顔のために、行
政、各種ボランティア、パートナー団体、資金提
供団体、プロジェクト関係者等と協同しながら、
委員会メンバー一丸となり活動をしてまいりま
す。
　ご支援ご協力の程、よろしくお願い申し上げま
す。

青少年奉仕委員会
大塚　芳行　青少年奉仕委員長

事業計画 
１．土浦ロータアクトクラブの活動
を支援する。

２．土浦ＲＣの奉仕活動を通じ積極
的に地域大学生、高校生との交
流を図る。

３．ロータリー青少年指導者養成プログラム（Ｒ
ＹＬＡ）など地区青少年事業への参加。

４．「体験型子ども食堂」の開催。
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委員長所見
　２８２０地区では優先事項としてロータリーク
ラブとローターアクトクラブ間の協力とつながり
を強化することを目標の一つとして掲げておりま
す。
　土浦ＲＣとしても奉仕活動を通じ地域大学生、
高校生などとの交流を図りながら土浦ロータアク
トクラブとの協力とつながりを強化し会員増強、
活性化につなげていきたいと考えております。

国際奉仕委員会
大場　傳美　国際奉仕委員長

事業計画
１．姉妹クラブの締結をしている、
台湾・台北陽明ロータリークラ
ブとの親睦と交流を深化させる
ように努める。

２．米山記念奨学委員会と連携し、
奨学生を側面支援したい。

　　また、国際友好地区との交流をサポートして
いく。

委員長所見
土浦RCの歴史と伝統を踏まえながらも、姉妹クラ
ブや国際友好地区との交流をさらに深めるため、
形態だけにとらわれることなくその意義を、会員
の皆様と共創していきたいと思います。

米山記念奨学委員会
小原　芳道　米山記念奨学委員長

事業計画
１．全会員に米山奨学の意義を周知
し、特別寄付3万円以上をお願
いするため、米山月間を中心に
活動する。

２．米山月間に例会を主管する。
３．米山奨学生を支援する。
４．寄附金の目標
　　　個人、法人特別寄付　　１,３５０,０００円
　　　クラブ普通寄付　　　　　２２５, ０００円
　　　クラブ特別寄付　　　　　３００,０００円
　　　合計　　　　　　　　　１,８７５,０００円
委員長総括
土浦ＲＣの伝統を守り、米山奨学生を応援し、特
別寄付を募る。
例年同様、委員会全員で会員皆様にお願いする。

クラブ会報委員会
松井　泰信　クラブ会報委員長

事業計画
社会的な安寧を目指す土浦クラブの
例会、地区に出向している会員がど
のような活動をしているのかを会報
でお知らせし、欠席した会員にも例
会の内容が伝わるようにします。
誤記載、誤字脱字、記載漏れを防ぐためにチェッ
ク用のグループラインを作成し、複数人で確認作
業を行い正確な情報を提供します。
委員長所見
一年一年の会報がクラブの歴史を伝えるものであ
り、その積み重ねが伝統へとつながります。伝統
を70年、100年と紡ぐために、楽しさ、親睦があり
ながらも格調高さを持ったクラブの活動を伝える
よう工夫します。
その一方で、会員の情報共有ツールとしてだけで
はなく、対外広報資料として、会員増強につなげ
るために、会員以外の方が見ても内容がわかるよ
うに心がけます。

奉仕プロジェクト委員会
小坂　博　奉仕プロジェクト委員長

事業計画
奉仕プロジェクト委員会は、ロータ
リークラブが社会に向けて活動する
委員会です。4つの委員会がそれぞ
れ奉仕活動を行い、さらに共同して
力を合わせてより素晴らしい活動を
実践します。
１.各委員会の計画を充実した活動にする。
２.各委員会活動に他の委員が交流する事により親
睦を図る。

３.委員会活動の視野を委員会、クラブ全体、分
区、地区、RIと広げ、有意義な奉仕活動にな
る様に計画する。

委員長所見
各委員会の事業計画に基づき、クラブ運営を通
じ、各委員会が助け合いながらロータリーの目標
に向かって円滑な運営を各委員と共に進めてまい
ります。



会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
44名 17名 27名 0名 61.36

出 席 報 告
例 会 予 告

8/1 各種お祝い
 「ロータリーの友」の紹介

にこにこBOX

7/18　計39,000円 累計174,000円

格調高く、和やかに　  S.A.A

メイクアップ

7/20　奉仕プロジェクト研究会　大場、關本、中島、平島、廣瀬（正）、福田

米山奨学生　ダーマーセナー・シェーミン　ランディカーさんに
奨学金授与
米山奨学生　ダーマーセナー・シェーミン　ランディカーさんに
奨学金授与


